
開催：2026年5月16日（土） 

グローバルコースオンライン説明会 Q＆A集 

※コース説明部分の録画はこちらからご覧いただけます。 

 

【入試関係】 

Q1. 立教大学の受験を考えている生徒が多くおります。立教大を受けるのに最低限CSEスコ

アはいくつ取るとよいと指導したら良いですか。合格者の何割がCSEスコアどれくらい

取っているかなど伺いたいです。また学部学科によって取らなければならないスコア

は違いますか。 

A1. 本日の説明会は法学部グローバルコースのもののみですので、申し訳ありませんが大

学全体の動向は分かりかねます。大学全体の傾向については、入学センターまでお問

い合わせください。グローバルコースの英語スコアに関しては、まずは出願要件を満

たしていただくことが大事です。入学している生徒さんは、すでに将来の留学を見越

して英検だけでなくTOEFLやIELTSのスコアをあわせて提出されていることが多く、英

検だけに特化したデータは持ち合わせておりません。 

 

Q2. 国際コース選抜入試は個人面接はなく集団面接だけでしょうか。また面接の言語は英

語でしょうか。よろしくお願いします。 

A2. 個人面接は無く、グループ面接のみです。面接は一定のテーマに基づくディスカッシ

ョンです。面接の言語は英語です。 

 

Q3. グローバルコースと他学部の併願は可能でしょうか。また、グローバル学部を複数の

入試方式で受験することは可能でしょうか。 

A3. 併願は可能です。詳細は入学センターの発行する入試ガイドをご覧ください。 

https://www.d-pam.com/rikkyo/2514379/index.html#target/page_no=1 

 

Q4. 留学先の高校の成績は原本の提出が求められますか。それとも現在通っている高校で

原本証明を行ったものが提出可能ですか。 

A4. 現在通学中の高校により原本証明されたものであれば、提出可能です。 

 

https://www.youtube.com/watch?v=B4jHdY9M-gE
https://www.d-pam.com/rikkyo/2514379/index.html#target/page_no=1


Q5. 日本語以外を母語とする外国籍の生徒向けの入試の出願条件について詳しく知りたい

です。日本での滞在期間など国籍以外にも条件がございますでしょうか。よろしくお

願いいたします。 

A5. 全学の入試としてRSP入試と法学部で行っている書類選考入試がございます。RSP入試

については大学のホームページをご覧下さい。法学部が実施する書類選考について詳

細は8月に英語での説明会を行っております。後日ご案内致します。 

 

【授業関連】 

Q1. オックスフォードのプログラムは、希望すれば全員が参加できるものですか。人数や

成績の要件がありますか。 

A1. 法学部全体で最大15名の参加が可能です。説明会に出席したうえで募集要項に従った

応募が必要であり、英語によるエッセイを提出します。15名より多い場合はエッセイ

による選考が行われますが、15名を超える応募があることはそこまで多くはありませ

ん。 

 

Q2. 留学制度について伺いたいです。グローバルコース以外の生徒も応募できるのでしょ

うか。どこの国がありますか。海外大学で単位認定してもらい4年で卒業できるという

ことですか。 

A2. はい、すべての立教大学の学生は大学間協定の留学に応募することができます。世界

各地に200を超える協定校があります。法学部の学部間協定校は先ほど説明したシンガ

ポール経営大学とイギリスにあるニューカッスル大学になります。こちらもグローバ

ルコースの学生のみならず法学部の他学科の学生も応募できます。留学先の大学で取

得した単位のうち全部又は一部を立教大学法学部の卒業要件単位に組み込むことがで

きます。実際、1年程度の協定校留学をした学生でも、途中で休学することなく、留学

先の単位認定を含めた形で卒業要件単位を揃え、4年間の在籍で卒業しています。 

 

Q3. 説明の中で海外留学をされる学生が減っており、15名の枠を超えた応募者数となるこ

とは傾向として少ないとのことでしたが、長期・短期共に同じ傾向が見られるのでし

ょうか。また、1年の長期留学へグローバルコースの生徒さんが行かれているケースが

毎年どのくらいいらっしゃるのか。行かれる生徒さんの学年もあわせてご教示いただ

けますと幸いです。 



A3. グローバルコース生のうち1年間の交換留学（大学間協定及び学部間協定）に行く学生

の人数は年度によりばらつきがありますが、2024年度から2026年度においては、各年3

名から7名の間になります。学年は2年次が最も多く、次に3年次の留学と続いていま

す。 

オックスフォード・プログラムについては15名の枠を超える応募者数となることは少

ない傾向ですが、長期交換留学（1年又は半年）については、派遣先などにより異なる

ため全体の傾向をお伝えすることが難しいです。なお、大学間協定に基づく派遣決定

数については、毎年度発行している留学案内雑誌の末尾「資料」欄に掲載されていま

すのでご参照ください。 

https://portal.rikkyo.ac.jp/international/study_abroad/books 

 

【進路関係】 

Q1. 学部の後の大学院はありますか。 

A1. 英語による法学修士を取得する大学院は、残念ながら法学部には現在はありません。 

 

Q2. 卒業後に海外のLaw schoolに進学する学生がいるのは分かりましたが、国内の法科大

学院に進む人はいますか。 

A2. 法学士を取得するので法科大学院への進学は制度上は可能ですが、グローバルコース

は英語トラックになりますので、実際には国内の法科大学院に進む人はほぼいませ

ん。法科大学院に関心のある方は日本語で法学を学ぶ法学科で勉強される方が良いか

と思います。 

 

【Gコース生への質問】※参加学生より回答 

Q1. グローバルコース進学希望の生徒がやっておいたほうがいいことを教えて下さい。 

A1. ニュースや記事、動画など、社会問題に関するさまざまな媒体を通して、複数の立場

から物事を考えることが重要だと考えています。また、自分自身で考えることに加え

て、自分の考えを他者に伝える練習をしておくことも大切ではないかと思います。

「考える」という点については一人でもできると思いますが、「伝える」という部分

に関しては、高校の先生や友人など、誰かに実際に話してみて、見てもらう、あるい

は聞いてもらうことが有効ではないかと考えています。 

 

https://portal.rikkyo.ac.jp/international/study_abroad/books


できるだけ多くのニュースや情報を集めることも大切だと思っています。具体的に

は、ニュースサイトをサブスクリプションすることなどが挙げられます。例えば、

『ニューヨーク・タイムズ』を購読すると、毎日メールで直接ニュースが届くため、

日々世界で何が起こっているのかを継続的にアップデートしておくことは重要だと思

います。 法学、特にグローバルコースへの進学を考えている方にとっては、法律に関

する知識を深めるために、『Law and Society』のような法律と社会に関する書籍を読

んでおくことも大切ではないかと感じています。特に、Beate Sirota Gordonの『The 

Only Woman in the Room』は非常に印象に残っています。最後に、対策として英語の

単語を学習しておくことも重要だと思います。法律分野では専門用語が多いため、毎

日少しずつ単語を覚えておくことが大切ではないかと思っています。 

 

【その他】 

Q1. 留学生の出身国の割合を知りたいです。アジア圏が多いでしょうか。 

A1. 年度により相違がありますが、現在1年次に在学している外国人学生（2025年9月及び2

026年4月入学）合計23名だと以下の通りです。北米6名、東アジア11名、東南アジア5

名、ヨーロッパ1名。 

  ＊外国籍の学生であっても、日本に長く居住しており必ずしも「留学生」とは言えな

い場合があります。また、逆に、日本国籍の学生であっても海外に長く居住し、大学

で初めて日本に帰国したという方もいます。 

 

Q2. IB DP修了生はどの程度いますか。日本のIB校で国際バカロレアを履修し、IBディプロ

マを取得していることは入試に有利に働きますか。 

A2. DPまで修了している生徒さんは必ずしも多くないですが、それぞれの高校でIBに参加

したことがあるという生徒さんは相当数おられます。IBDPであることが即、入試に有

利に働くということはありませんが、IBを経験した学生さんは入学後の英語授業にな

じみやすいという傾向はあるようです。 

 

Q3. 日本人と留学生の割合はどの程度でしょうか。 

A3. 学年により相違がありますが、2026年度入学者（9月入学予定者を含む）では、半数強

が日本人、半数弱が外国人です。もっとも、日本人でもずっと海外で教育を受けられ

てきた方もいます。 

 



Q4. 高校時代に留学経験がある学生さんや、インターナショナルスクールを卒業された学

生さんはどのくらいいらっしゃいますか。日本の高校だけで学んできた学生さんはど

のくらいいらっしゃいますか。 

A4. 高校在学中の留学等については現時点で確認できませんが、2026年4月に入学された日

本人23名（なお、外国人入学者は15名）のうち、19名は日本の高校を卒業されていま

す。インターナショナルスクールでなくとも高校で提供されている国際教育プログラ

ムを修了された方が多い印象です。 

 

 

以上 


